
学校法人松樹学園 ハラスメント防止規程 
 

 

（目的） 

第１条 この規程は、学校法人松樹学園（以下「学園」という。）において、ハラスメント

の防止のための措置並びにハラスメントに起因する問題が生じた場合に適切に対応する

ための措置に関し必要な事項を定めることにより、教職員（非常勤講師等学園に勤務する

全ての者を含む。）、学生等が快適に教育、研究、就学、就労のできる環境を確保すること

を目的とする。 

 

（定義） 

第２条  この規程におけるハラスメントとは、以下に掲げるものをいう。 

（１）セクシュアルハラスメント 

      教育、研究、指導、助言、雇用、管理、その他学校内におけるあらゆる活動の場

において、性的な要求、あるいは性的な言動をすることにより、個人の学習活動

や職務遂行を不当に阻害し、不快感を与え、教育環境や職場環境を害するような

行為並びに性的な要求や性的な言動を拒否することや甘受することを当該個人

の成績評価や卒業認定または職務上の人事考課に利用する行為をいう。 

（２）アカデミックハラスメント 

教育、研究上の立場、権力を濫用して行う不適切で不当な言動、指導等により、

相手に精神的・身体的損害を与え、就学又は就労における不利益を与える行為を

いう。 

（３）パワーハラスメント 

職務上優越的地位にある者が、その地位及び職務上の権限を不当に利用し、相手

に精神的、身体的損害を与え、就学又は就労における不利益を与える行為をいう。 

    （４）妊娠・出産・育児休業、介護休業等関するハラスメント 

          妊娠・出産・育児休業・介護休業その他の子の養育又は家族の介護に関して相手

の意に反する不適切な言動等により、相手に精神的、身体的損害を与え、就学又

は就労における不利益を与える行為をいう。 

   （５）その他のハラスメント 

          前各号以外の行為により、相手に精神的、身体的損害を与え、就学又は就労にお

ける不利益を与える行為をいう。 

 

（学園の責務） 

第３条  学園は、教職員、学生及び関係者に対してハラスメントの防止に関する研修・啓発

活動を行い、常にハラスメントの防止に努める。 

２ ハラスメントが生じた場合には、被害者の救済及び不利益の回復、加害者に対する措置

及び再発防止策を迅速かつ適切に対処しなければならない。 

 

 



（相談体制） 

第４条  ハラスメントに関する相談及び苦情の申し出（以下「相談等」という。）に対応す

るため、相談員を置く。 

２ 相談員は、事務局長または学校長の他、ハラスメントの防止等に関する識見を有する学

外者を加えることができる。 

２ 学生、教職員等関係者に相談員の氏名、連絡先を公表し、常時相談等ができるようにす

る。 

３ 相談員は、相談等の対応に当たるとともに、相談等の内容を記録し、その対応について

事務局長または学校長に報告する。 

４ 相談員以外の教職員がハラスメントに起因する相談等を受けた場合は、相談の内容を相

談員に報告する。 

 

（ハラスメント防止委員会の設置） 

第５条  学園は、ハラスメントの防止及びハラスメントが生じた場合の適切な措置を行う

ため、ハラスメント防止委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 

（委員会の構成及び運営） 

第６条  委員は、学園の理事、監事、学校長及びその他の教職員の中から理事長が指名する。 

２ 委員長は理事長とする。 

３ 委員長は委員会の活動を掌理する。 

４ 委員長は必要に応じて会議を招集し、その運営にあたる。 

５ 委員会は必要に応じて委員以外の者（学外の有識者等を含む。）の出席を得て、意見ある

いは助言を求めることができる。 

 

（委員会の任務） 

第７条  委員会の任務は次の各号に掲げる事項とする。 

（1）相談員の行ったハラスメント事案への対応を確認及び検討する。 

（2）相談員等からハラスメント事案の調査要請があった場合に、調査の要否を検討し、

必要に応じて調査及び調停を行う。 

（3）調査の結果を審議し、ハラスメントの有無の認定を行う。 

（4）ハラスメントの有無の認定結果を当事者に対して告知する。 

（5）ハラスメントの再発防止に係る改善策を検討し、環境改善を図る。 

（6）ハラスメントの被害者又は関係者に対する第二次的被害の発生の防止を図る。 

（7）当該ハラスメント事案の記録を作成する。 

 

（個人情報保護及び守秘義務） 

第８条  当該ハラスメント事案に関わる全ての者は、当事者及び関係者の名誉及びプライ

バシー等の人権を侵害することのないよう慎重に行動しなければならない。また、当該

事案で知り得た個人情報等の内容を他に漏らしたり、不当な目的で使用してはならな

い。 



 

（虚偽の申し出や証言の禁止） 

第９条  相談・苦情の申し立て又は調査に際して、悪意を持って虚偽の申し立てや証言をし

てはならない。 

 

（相談及び調査等妨害の禁止） 

第 10条  相談・苦情の申し立て又は調査に際して、次の各号に掲げる行為を行ってはなら

ない。 

（1）相談者が相談員に相談することを妨げる行為 

（2）相談内容に関する証拠の毀損、隠匿及び改ざん、その他調査の妨げる行為 

（3）相談者及び関係者の特定を試みる行為 

 

（不利益取り扱いの禁止） 

第 11条  学園は、ハラスメントに対する相談の申し出、当該事案に係る調査へ協力その他

ハラスメントに関して正当な対応をした者に対し、そのことをもって不利益な取り扱いを

してはならない。 

 

（懲戒処分等） 

第 12条  ハラスメントの加害者と認定された者は、その加害程度に応じて、教職員の場合

には就業規則、学生については学生懲戒規程に定めるところにより懲戒処分、訓告または

厳重注意に課すことができる。 

２ 第 8条、第 9条並びに第 10条に違反した者に対して、適切な措置を講じる。 

 

（ハラスメント相談等に係る書類等の保管） 

第 13条  ハラスメント相談等において作成された記録、その他の関係書類（電磁的記録を

含む。）については、厳重な管理の下において保管しなければならない。 

 

（その他） 

第 14条  この規程に定めるもののほか、この規程を実施するために必要な事項は、理事長

が定める 

 

 

附 則 

この規程は、令和 2年 4月 1日から施行する。 

この規程は、令和 7年 6月 1日から施行する。 

 


